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平成２９年度 第５回 木曽川水系流域委員会 

議事次第 

日時：平成 29年 12 月 27 日（水）10:00～12:00 

場所：AP 名古屋 名駅 8 階 B+C+D ルーム 

１． 開 会 

２． 挨 拶 

３． 議 題 

(1) 直轄河川改修事業の事業再評価

・長良川直轄河川改修事業

・木曽川直轄河川改修事業（重点審議）

・揖斐川直轄河川改修事業（重点審議）

(2) 木曽川上流特定構造物改築事業の事後評価

・木曽川上流特定構造物改築事業（犀川統合排水機場）

(3) 第４回木曽川水系流域委員会以降の状況等の報告

・長良川遊水地について

・地震津波対策について

・木曽三川下流部におけるかわまちづくりについて

（4） その他

４． 閉 会 

平成２９年度 第５回 

木曽川水系流域委員会 

資料－１
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〈配布資料〉 

資料－１：議事次第、出席者名簿、配席図、木曽川水系流域委員会規約 

資料－２：流域委員会における事業評価審議の実施、水防災意識社会再構築

ビジョンに基づく「危機管理型ハード対策」 

資料－３（１）：長良川直轄河川改修事業 

資料－３（２）：木曽川直轄河川改修事業 

資料－３（３）：揖斐川直轄河川改修事業 

資料－４：木曽川上流特定構造物改築事業（犀川統合排水機場） 

資料－５（１）：長良川遊水地について 

資料－５（２）：地震津波対策について 

資料－５（３）：木曽三川下流部におけるかわまちづくりについて 

 資料－６：流域委員会の今後の進め方（案） 

 

参考資料（１）：平成２９年１０月２２日～２３日台風第２１号による 

揖斐川流域の出水状況（第２報） 

参考資料（２）：千本松原におけるカワウ対策について 
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平成２９年度 第５回 木曽川水系流域委員会 出席者名簿 

 

役 職 氏 名 所   属 専 門  

委員長 辻
つじ

 本
もと

 哲
てつ

 郎
ろう

 名古屋大学名誉教授 河  川 

副委員長 松
まつ

 尾
お

 直
なお

 規
き

 中部大学工学部長・教授 環境水理 

委 員 井
いの

 上
うえ

  純
じゅん

 (株)中日新聞社論説委員 メディア 

 柄
から

 谷
たに

 友
ゆ

 香
か

 名城大学教授 防  災 

 栗
くり

 原
はら

 大
だい

 介
すけ

 (一社)中部経済連合会常務理事 経  済 

 西
さい

 條
じょう

 好
よし

 廸
みち

 (一財)自然学総合研究所理事長 植  生 

 関
せき

 口
ぐち

 秀
ひで

 夫
お

 三重大学名誉教授 底生生物 

 平
ひ ら

 野
の

 久
ひ さ

 克
か つ

 NPO 法人木曽三川環境保全機構顧問 環  境 

 藤
ふじ

 田
た

 裕
ゆう

一郎
いちろう

 岐阜大学名誉教授 河  川 

 溝
みぞ

 田
た

 大
だい

 助
すけ

 (公財)愛知・豊川用水振興協会理事長 農  水 

（敬称略 五十音順） 

 

〈欠席〉 

委 員 大
おお

 野
の

 栄
えい

 治
じ

 名城大学教授 事業評価 

 森
もり

  誠
せい

 一
いち

 岐阜経済大学教授 魚  類 
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木曽川水系流域委員会 規約 
 
（名称） 

第１条 本会は「木曽川水系流域委員会」（以下「流域委員会」という）と称する。 

 

（目的及び設置） 

第２条 流域委員会は、木曽川水系河川整備計画（以下「整備計画」という。）策定後、社

会情勢の変化や地域の意向、河川整備の進捗状況や進捗の見通し等を適切に反映でき

るよう整備計画の点検を行うにあたり、河川に関し学識経験を有する者の意見を聴く

ことを目的として、国土交通省中部地方整備局長 （以下「局長」という。）が設置す

る。 

２．流域委員会は点検の結果、整備計画の変更が必要となった場合には、整備計画の変

更原案に関して河川法第１６条の２第３項及び第７項に基づき意見を述べる。 

３．流域委員会は整備計画に基づく事業の計画段階評価、再評価、事後評価について審

議を行う。 

 

（組織等） 

第３条 流域委員会の委員は局長が委嘱し別紙の通りとする。 

２．委員の任期は委嘱日より３年間とし再任は妨げない。 

３．委員に欠員が生じた場合には必要に応じて委員の補充を行うものとする。 

４．必要に応じて臨時に委員以外の学識経験を有する者を招聘することができる。なお、

臨時委員の任期は委員の任期に準ずることとする。 

 

（情報公開） 

第４条 流域委員会の会議、会議資料及び議事要旨については特定の個人・団体の利害及び重

要な希少種の位置情報などに関わるものを除き原則として公開する。 

 

（会議） 

第５条 流域委員会には委員長、副委員長を置くこととし、委員長、副委員長は別紙のとお

りとする。 

２．委員長は流域委員会の議事を進行する。 

３．委員長に事故があるときは副委員長が代行する。 

４．会議の招集・開催は局長が行う。 

５．委員会は、委員の過半数の出席をもって成立する。 

 

（事務局） 

第６条 流域委員会の事務局は国土交通省中部地方整備局木曽川上流河川事務所及び木曽川

下流河川事務所が行う。 

 

（規約の改正） 

第７条 本規約の改正は流域委員会委員総数の過半数の同意をもってこれを行う。 

 

（雑則） 

第８条 本規約に定めるもののほか、流域委員会の運営に関し必要な事項は、流域委員会におい

て定める。 

 

付則 

（施行期日） 
この規約は、平成２９年 ５月 ９日から施行する。 
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木曽川水系流域委員会 委員名簿 

 

役 職 氏 名 所   属    専 門  

委員長 辻
つじ

 本
もと

 哲
てつ

 郎
ろう

 名古屋大学名誉教授 河  川 

副委員長 松
まつ

 尾
お

 直
なお

 規
き

 中部大学工学部長・教授 環境水理 

委 員 井
いの

 上
うえ

  純
じゅん

 (株)中日新聞社論説委員 メディア 

 大
おお

 野
の

 栄
えい

 治
じ

 名城大学教授 事業評価 

 柄
から

 谷
たに

 友
ゆ

 香
か

 名城大学教授 防  災 

 栗
くり

 原
はら

 大
だい

 介
すけ

 (一社)中部経済連合会常務理事 経  済 

 西
さい

 條
じょう

 好
よし

 廸
みち

 (一財)自然学総合研究所理事長 植  生 

 関
せき

 口
ぐち

 秀
ひで

 夫
お

 三重大学名誉教授 底生生物 

 平
ひ ら

 野
の

 久
ひ さ

 克
か つ

 NPO法人木曽三川環境保全機構顧問 環  境 

 藤
ふじ

 田
た

 裕
ゆう

一郎
いちろう

 岐阜大学名誉教授 河  川 

 溝
みぞ

 田
た

 大
だい

 助
すけ

 (公財)愛知・豊川用水振興協会理事長 農  水 

 森
もり

  誠
せい

 一
いち

 岐阜経済大学教授 魚  類 

（敬称略 五十音順） 
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平成 29 年度 第 5 回木曽川水系流域委員会 議事要旨（案） 

 

日 時：平成 29 年 12 月 27 日（水）10:00～12:00 

場 所：AP 名古屋 名駅 8 階 B+C+D ルーム 

 

 

１． 開会 

 

２． 挨拶 

 

３． 議事 

 

（１）直轄河川改修事業の事業再評価 

（木曽川直轄河川改修事業、揖斐川直轄河川事業：重点審議、長良川直轄河川事

業：一括審議） 

・木曽川水系河川整備計画に基づく、木曽川・長良川・揖斐川直轄河川改修事

業を継続していくことを了承。 

 

主な意見は以下のとおり。 

 

・氾濫想定図は、被害が最大となる範囲を包括している。同時に複数箇所で被

害が発生する可能性は低いが、複数の破堤箇所の最大包絡である旨を明記

した方が良い。 

・河川整備計画の河川改修事業の評価であり、掲載してある氾濫想定図は、河

川改修と洪水調節施設を見込んだ図となっているため、補足説明などがある

と良い。 

・河川整備計画の整備途上におけるリスク管理をハード・ソフト両面で考えてほ

しい。その際に木曽川、長良川、揖斐川の三川同時破堤という視点も必要で

はないか。 

・前回再評価時に比べて残事業 B/C が著しく低下している。事業効果が高いと

ころを優先的に実施することにより、今後の再評価において、残事業 B/C が

１.0 を切る可能性が考えられる。堤防強化など質的整備の便益の評価方法も

考えていく必要があるのではないか。 

・今後、流域及び河川の概要に、流域内人口だけではなく、氾濫区域内人口も

資料に掲載した方が良い。 

 

（２）木曽川上流特定構造物改築事業（犀川統合排水機場）の事後評価 

・事業効果の発現状況から、再度の事後評価の必要性はないことと、事後評価

制度に基づく改善措置の必要はないことを了承。 
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主な意見は以下のとおり。 

 

・B/C を算出しない、水害による指標分析について、被害が軽減されない項目

（想定死者数）について、明示する必要はないのではないか。 

・事業完了後に計画規模の降雨が発生していないことを明示すること。 

・事業評価全体に対する意見として、森林については経済林、自然林なども考

慮した方が良い。また、農地の種類（畑地や耕作放棄地）によっては、過大に

評価している土地利用もあると思う。 

・犀川遊水地事業全体が完了した際には、整備計画の中でどの程度効果があ

ったのか今後議論できるとよい。 

 

（３）第 4 回木曽川水系流域委員会以降の状況等の報告 

主な意見は以下のとおり。 

 

・長良川遊水地については、治水安全度を高めていくために必要な治水対策で

あるため、流域委員会で、引き続き、議論が出来るように進めていくこと。 

・地域住民に対してもしっかり説明する必要があり、遊水地がどのようなものか

見える形で示すと良い。 

・財政制度等審議会財政制度分科会資料では地役権補償方式を積極的に活

用すべきとあるが、これは過去の実績から効果的、経済的だということで推奨

されているのか。長良川遊水地と比較して整理して欲しい。 

・河川整備計画策定から 10 年が経過し、今後の事業の段階的な計画も立てら

れるようになっているため、水防災意識社会の再構築の考え方も併せて、計

画的に事業を進めていく必要がある。 

・当面の（5 年間の）整備については、当初の整備計画に対する進捗状況（計画

に対しての遅れ・進み等の課題）が把握できるようになるとよい。 

・河川整備計画に係る事業評価（総合水系環境整備事業、新丸山ダム建設事

業、木曽川水系連絡導水路事業等）について、今後の流域委員会において審

議していくことを了承。 

 

４． 閉会 
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